









その他のタイトル Participation and governance in school
management: a new concept of professionality






































































『学校経営研究』第 35巻 2010 
頁)。河野は、 「機能としてのガヴ、ァナンスJを「利害関係者 (s凶句holder)のための規律付け








































を挙げている。すなわち、 「透明性 (Transparency)J 、 「説明責任 (Accountability)J、 「参加















制度はすでに 2000(平成 12)年から導入されており、文部科学省による 2006(平成 18)年8月





























































































『学校経営研究』第 35巻 2010 
従来の学校経営においては、教員のみで下された決定を学校当事者に一方的に伝達するだけで
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